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広島市議会議員

市 議 会 だ よ り （1）

1 特定公園施設

事業概要資料 （1/3）

＋

旧広島市民球場の記憶を継承し、地域や店舗と呼応した、にぎわいのGATEPARK
平和軸をつなぎ、未来の平和をつくるシンボルとなる「ピースプロムナード」と、旧広島市民球場の“かたち”を
継承する「２つのリボン」を骨格とした公園を計画します。周辺ゾーンの特徴を園内に取込み、それぞれを結ぶ
ことで、人を引き寄せるこの場所ならではのにぎわいと回遊性を生む公園とします。

被爆敷石を用い、様々なシーンや体験を紡ぐことで、
未来の平和をつくるシンボルとなる「ピースプロムナード」

▪風格ある未来への平和の象徴と
　して「ピースプロムナード」を設
　置。被爆敷石や、桜並木などで平
　和軸を顕在化。

▪小広場や店舗など多様な要素配置
により、訪れる全ての人が主役とな
るプロムナードに。

▪終着点の高見広場には、すべり台
　などの遊具を設置し、子供たちが自
　由に遊ぶ平和の風景を形成。

大小2つのリボンが、周辺の緑とネットワークを形成しな
がら様々なアクティビティを展開するランドスケープ

▪旧広島市民球場の形状を大小2つのリボンで表現。
▪リボンに囲まれた中央イベント広場が野球場特有の祝祭性
や中心性を継承。

▪周辺環境と調和した緑のネットワークを形成。

広場と店舗に寄り添い、日常とイベントを支える憩いとにぎわいの屋根
▪屋根は、日常の憩
いの場,イベント広
場との連携の場とし
て設置。

●2つのリボンと平和軸上のプロムナードを合わせたランドスケープが、旧
球場の記憶と周辺環境をつなぎ、求心性のある広島の顔をつくります。

●周辺の特徴を園内に取込み､それぞれを結ぶことで人を引き寄せるにぎわ
いと回遊の拠点となります。

●風土に適した草木･風･光の設えと、目的に合わせて居場所を選択できる多
様なオープンスペースを組み合わせ、心地良いオソト文化を育む場をつく
ります。

●2つのリボンが用途の異なるエリアを明確に分け、円滑なイベント運営が
可能です。また、インフラ設備を整備し、広場に分散して設けることで、大
小様々なイベントが開催できます。 各エリアを繋ぐ動線計画 ランドスケープデザイン
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大小2つのリボンは、植栽が連続し公園の外形を作る「グリーンリボン」と、様々な設え
が施された連続的なコンクリート構造物「ユニバーサルリボン」から形成されます。

地域全体の魅力と回遊性を高める GATE地域全体の魅力と回遊性を高める GATE
◎中央公園はもとより、紙屋町･基町周辺を含むエリア全体
　の魅力向上及び回遊性向上につながるビジョン

◎アフターコロナにおける「ニューノーマル(新しい日常)」
　への移行を見据えた公園の使われ方への配慮

市民の新しいライフスタイルへの GATE
入 口 入 口

平和への思いを
共有するゾーン

新サッカースタジアム･
こどもゾーン

広島城などの
文化歴史ゾーン

紙屋町
八丁堀などの
業務・商業ゾーン

紙屋町からのアプローチ

平和軸の継承

屋根
中央イベント広場

文化ゾーンからの
アプローチ

街とスタジアムを繋ぐ商業動線
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※事業区域外は提案書提出時のイメージです。
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新しいライフスタイル の入口として 、中 央 公 園の 新 たな入 口として 、
にぎわい溢 れ 、世 界 に 誇 れる求 心力のある市民 公 園 を つくります 。

NEW HIROSHIMA GATEPARK

NEW HIROSHIMA GATEPARKで掲げる 2つのGATE

周辺ゾーンの要素を園内に取込み、さらに公園
自体の魅力を高めることで、上位計画に沿った
地域全体の魅力向上・回遊性向上に貢献します。

私たちは旧広島市民球場跡地に、国内外･老若男女問
わず多様な人々が集い、思い思いのオソト文化※の時
間を過ごし、平和を実感できる市民公園を作ります。

地域全体の魅力と回遊性を高める GATE地域全体の魅力と回遊性を高める GATE
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入 口 入 口

全体コンセプト

NEW HIROSHIMA GATEPARK で出会えるオソト文化※とは
温暖な気候に恵まれた広島ならではの、屋外で多様な活動

（アクティビティ）や交流を楽しみ、分け合い助け合う、
ニューノーマル時代にふさわしいライフスタイル
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※事業区域外は提案書提出時のイメージです。

NEW HIROSHIMA GATEPARK
（呼称：HIROSHIMA GATE PARK PLAZA）

ご 挨 拶
　第26回参議院議員選挙の最中、安倍晋三元総理が街頭演説中に凶弾に倒れられました。日本国に尽くされたご生前を偲び、心より哀悼の意を表します。

　さて、皆様には平素より市政の推進、議会の活動に格別のご理解とご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。新型コロナウイルス感染症の第7波では行動制限

がはずされ、一部の医療従事者の皆様にまた大きなご負担を引き受けて頂くこととなり、深く感謝と敬意を表します。政府による医療体制の見直しは第7波収

束後に検討されると伝えられていますが、適切な医療が遅延なく受けられる体制が整うことが切に望まれています。特に高齢者、基礎疾患を持つ方にはまだ

季節性インフルエンザより致死率の高い、また後遺症も未解明の感染症といわれており、皆様には引き続き感染防止に留意されますようお祈り申し上げます。

（R4年8月10日現在）

　また、コロナ禍での感染防止対策に適応して消費動向も変化する中、昨年10月頃から始まった資源価格高騰に加え2月からのロシアのウクライナ侵攻でさ

らに資源価格や原材料価格が高騰し、気候変動、円安などの影響も受けて物価は上昇を続けています。景気が支えられ、物価高から生活が守られるよう適宜

の政策が打たれることが期待されています。

　一方、広島市は来年5月に開催されるG7サミットの開催地に決まり、準備に対する予算を組み、準備態勢を整えています。ロシアのウクライナ侵攻で日本の

地政学的リスクを再認識させられ台湾有事が危惧される中、安全保障のあり方への考えが変化していますが、被爆都市での開催を契機に、被爆の実相により

多くの人に目を向けていただくことになることを期待すると同時に、広島市の活性化に繋がるようこの機会を活かしていきたいところです。

　この度の市議会だよりは令和4年度の主要事業、人口減少、主な道路の事業について掲載しております。お気付きの点等がございましたら、事務所までご連

絡をお願い致します。

　最後になりましたが、皆様のご健勝とご多幸を心よりお祈り申し上げ、今後とも市政の発展にあらゆる努力を傾注してまいる所存でございますので、ご指導

ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げましてご挨拶と致します。
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Park-PFI を活用したイベント広場の整備

天守の木造復元に向けた調査等

広島城三の丸の整備
広島城三の丸歴史館の整備

Park-PFIを活用した三の丸にぎわい施設の整備

旧中央バレーボール場用地への観光バス駐車場の移転整備

被爆以前の歴史・文化の発信

重度精神障碍者介護保険利用負担助成

水の都ひろしま推進協議会の運営等

広島駅周辺地区の水辺空間における新たなにぎわい創出

学校教育活動地域連携推進事業児童家庭支援センターの設置・運営に対する支援

5億8,320万円

2,214万5千円

1億9,873万6千円

7,840万6千円

1億2,033万円

2億7,500万円

1,413万3千円

552万3千円

9万3千円

2,820万円

2,603万7千円1,487万4千円

315万7千円

1億5,500万円

1億2,600万円

900万円

2,000万円

70万円

スケジュール
　2・3年度　事業者公募・選定、事業者による設計
　　　4年度　事業者による整備、供用開始

スケジュール
　3年度　　　展示等基本計画策定
　4年度　　　基本・実施設計（建物・展示）、地質調査
　5年度以降　実施設計（建物・展示）、整備工事

スケジュール
　２・３年度　整備基本計画の策定等
　　　４年度　事業者選定、浄化槽撤去等
　５・６年度　事業者による設計・整備

スケジュール
　２・３年度　概略設計、実施設計、旧中央バレーボール場施設撤去工事等
　　　４年度　旧中央バレーボール場施設撤去工事、駐車場整備工事
　　　５年度　供用開始

事業内容
　①茶会の実施　　　　　　　②伝統工芸品等企画展の実施
　③和楽・演芸鑑賞会の実施　④シンポジウムの開催
　⑤巡回展示の実施　　　　　⑥案内看板等設置
　⑦地下道の美装化

主な機能
　①�専門的な知識を有する臨床心理士等による相談

対応
　②関係機関との連携・連絡調整
　③�特に見守りを必要とする世帯への食材の提供等

を通じた子どもの状況把握
箇所数　1か所

　取組内容
　　①民間事業者による移動販売車の誘致やイベント等の実施→Ⓐ、Ⓒ（場合によりⒷ）
　　②常設店舗用の基盤整備や休憩施設等の整備に係る工事　→Ⓐ

木造復元に向け、天守台周辺の石垣の現況調査や、復元の根拠となる資料集の
作成等を行う。

関連施設の整備
相生通りの横断歩道の移設・拡幅等

イベント広場に隣接する基町ポンプ場の修景対策

スケートボードパークの整備

史跡広島城跡保存活用計画の策定

都心でスケートボードが楽しめる場を創出するため、イベント広場内に、ジャン
プ台やボックスなどの初級・中級者向けのアイテムの設置等を行う。

広島城の保存活用に取り組んでいくに当たり、昭和63年に作成した「広島城跡
保存管理計画」に代わり、新たに「広島城跡保存活用計画」の策定に取り組む。

児童虐待等に関する相談
支援等の充実を図るため、
各区こども家庭相談コー
ナーや児童相談所の補完
的機能を担う児童家庭支
援センターを設置・運営す
る社会福祉法人等に対し、
必要経費を補助する。

広島駅南口の水辺空間における民間主導の恒常的かつ自立的なにぎわい創出に取り組む。

広島駅周辺地区の水辺空間における新たなにぎわい創出事業区域

地域社会を支える人材を育成するため、小・中学校等
が地域と協議した上で、「地域の自然・歴史」「伝統文化」
「キャリア教育」の中からテーマを選択し、地域人材等
を活用した授業を行う。

重度精神障害者通院医療
費助成の対象者が介護保険
サービスを円滑に利用でき
る環境を整えるため、介護保
険利用負担助成制度を創設
する。

オープニングセレモニーの開催
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ことで、人を引き寄せるこの場所ならではのにぎわいと回遊性を生む公園とします。

被爆敷石を用い、様々なシーンや体験を紡ぐことで、
未来の平和をつくるシンボルとなる「ピースプロムナード」

▪風格ある未来への平和の象徴と
　して「ピースプロムナード」を設
　置。被爆敷石や、桜並木などで平
　和軸を顕在化。

▪小広場や店舗など多様な要素配置
により、訪れる全ての人が主役とな
るプロムナードに。

▪終着点の高見広場には、すべり台
　などの遊具を設置し、子供たちが自
　由に遊ぶ平和の風景を形成。

大小2つのリボンが、周辺の緑とネットワークを形成しな
がら様々なアクティビティを展開するランドスケープ

▪旧広島市民球場の形状を大小2つのリボンで表現。
▪リボンに囲まれた中央イベント広場が野球場特有の祝祭性
や中心性を継承。

▪周辺環境と調和した緑のネットワークを形成。

広場と店舗に寄り添い、日常とイベントを支える憩いとにぎわいの屋根
▪屋根は、日常の憩
いの場,イベント広
場との連携の場とし
て設置。

●2つのリボンと平和軸上のプロムナードを合わせたランドスケープが、旧
球場の記憶と周辺環境をつなぎ、求心性のある広島の顔をつくります。

●周辺の特徴を園内に取込み､それぞれを結ぶことで人を引き寄せるにぎわ
いと回遊の拠点となります。

●風土に適した草木･風･光の設えと、目的に合わせて居場所を選択できる多
様なオープンスペースを組み合わせ、心地良いオソト文化を育む場をつく
ります。

●2つのリボンが用途の異なるエリアを明確に分け、円滑なイベント運営が
可能です。また、インフラ設備を整備し、広場に分散して設けることで、大
小様々なイベントが開催できます。 各エリアを繋ぐ動線計画 ランドスケープデザイン

リボン間にできる
魅力的なオープンスペース

2つの
リボン

アーバン
ライフスタイル

サイト

アーバン
アクティビティ

サイト

キッズ
コミュニティ

サイト

中央イベント
広場

パーク
サード

プレイス

平和軸のプロムナード平和軸のプロムナード

旧
太
田
川
相生通り

石張舗装の一部に
被爆敷石を使用

高見広場

ピースプロムナード

人々の
新たな体験

遊具

2つのリボンと魅力ある領域 グリーンリボンのイメージ ユニバーサルリボンのイメージ
グリーンリボン

ユニバーサルリボン

1

ユニバーサルリボン

寝転ぶ

水道

ベンチ

常緑樹花木
紅葉木

盛土盛土

皆で寄り添い
支え合う柱

折り鶴をイメージした
明るい膜屋根

高さ
8m

大小2つのリボンは、植栽が連続し公園の外形を作る「グリーンリボン」と、様々な設え
が施された連続的なコンクリート構造物「ユニバーサルリボン」から形成されます。

地域全体の魅力と回遊性を高める GATE地域全体の魅力と回遊性を高める GATE
◎中央公園はもとより、紙屋町･基町周辺を含むエリア全体
　の魅力向上及び回遊性向上につながるビジョン

◎アフターコロナにおける「ニューノーマル(新しい日常)」
　への移行を見据えた公園の使われ方への配慮

市民の新しいライフスタイルへの GATE
入 口 入 口

平和への思いを
共有するゾーン

新サッカースタジアム･
こどもゾーン

広島城などの
文化歴史ゾーン

紙屋町
八丁堀などの
業務・商業ゾーン

紙屋町からのアプローチ

平和軸の継承

屋根
中央イベント広場

文化ゾーンからの
アプローチ

街とスタジアムを繋ぐ商業動線

ピースプロムナード

新サッカースタジアム
からのアプローチ

原爆ドームからの
アプローチ

※事業区域外は提案書提出時のイメージです。

旧広島市民球場跡地イベント広場の整備等

広島城の魅力向上

障害者自立支援

「水の都ひろしま」づくりの推進

地域社会を支える人材の育成児童の虐待防止対策

制度概要

対象者
重度精神障害者通院医療費助成の
対象者で、要支援又は要介護認定を
受けた者

対象サービス
4年2月以降に利用した訪問看護、
訪問リハビリテーション、居宅療養管
理指導、通所リハビリテーション

助成額 対象サービス費用の1割

令和4年度 主要事業

Ⓐ：駅南口第２駐輪場跡地、　Ⓑ：松原稲荷神社周辺緑地、　Ⓒ：川の駅

・民間事業者による移動販売車の誘致やイベント等の実施　→　Ⓐ、Ⓒ（場合によりⒷ）
・常設店舗用の基盤整備や休憩施設等の整備に係る工事　　→　Ⓐ

広島駅周辺地区の水辺空間における新たなにぎわい創出事業区域

広島駅

猿猴川

猿猴川

駅西高架橋

Ⓐ
Ⓑ

Ⓒ
駅前大橋

猿猴橋

Ⓐ駅南口第2駐輪場跡地　Ⓑ松原稲荷神社周辺緑地　Ⓒ川の駅

広島駅

　木造復元での大天守閣本体工事は約85億円とされていますが、周辺・付帯工事
を含めた金額と物価等を勘案した実施の為の積算を考えるとまだ金額は確定でき
ない状況にあります。耐震補強ではなく高額な木造復元を選択するのは、天守閣が
歴史的に貴重な建造物として引き継がれ、広島のシンボルとして観光の目玉となる
ことも期待してということでもありますが、注視しておかなければなりません。全国の
天守閣も建替えや耐震補強等の時期を迎えており自治体の検討事項になってい
ます。一部の学識経験者や愛好家の盛り上がりだけでなく、市民の気運の醸成を伴
うことが必要と思われます。今後、文化庁との協議や石垣の耐力検討結果が待たれ
ます。暫く時間が掛かりそうです。
　また、写真の右下に当たる中央バレーボール場だった場所は、三の丸の観光バス
駐車場の代替地として観光バス駐車場に整備される予定で、現在更地になってい
ます。広島城周辺は三の丸の整備と共に観光地としての位置付けが高まることも考
えられ、この代替地の活用状況も注視していくべきところだと考えています。

考察
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送迎保育ステーション
送迎保育ステーションと市内の指定保育所（園）を安心・安全のバスで結び、登園・降園することができるシステムです。
朝（登園）もしくは夕方（降園）のどちらかだけのご利用も可能です。

笑顔のタネあかし
明石市が進める「こどもを核としたまちづくり」の中心を担うのが、子育て支援の５つの無料化。子育てにかかる経済的な負担の軽減は、
人口増加につながっています。
親の所得に関わらず、すべての子どもたちにサービスを届けるため、所得制限はありません。

子育て支援のまちとして東の流山市、西の明石市と呼ばれていますが他にも子育て支援策で成果を上げているまちがあります。

　この様な事業です。似たような事業は全国でもありますが、ここにどうして地域の活動に参加する要件が付くのでしょうか。同居または近居することは、お互
いに様子を見ることが出来、介護や介助、子育て支援が双方で出来る等のメリットがあり、そこに付け加えて町内会（自治会）に加入という要件があるのは、
地域でのつながりをつくり、その中での助け合いを期待する一石三鳥を狙ったのかもしれませんが、利用者にはどう捉えられているのでしょうか。毎年度利用
者はおられますので、効果検証を行っていただき今後の事業に反映させていただきたいところです。議会としましても、流山市や明石市のようなインパクトが
あり即効性のある事業を打ち出していただけるような提案を行っていきます。

広島市においても多様な分野において、少子化対策を行っています。一例をあげますと

三世代同居・近居支援事業 ～子育て世帯の親世帯の近くへの住み替え（同居を含む）費用を助成します～

社人研※の推計を基にした広島市の将来推計では人口も消費支出も減少と予測されている。

他都市の事例

※社人研とは「国立社会保障・人口問題研究所」

　広島市は第6次基本計画において、少子化・高齢化、人口減少への対応として、「本市では、少子化・高齢化、人口減少という難局に対し、本市単独ではなく、
広島広域都市圏の23市町（現在28市町）と連携して立ち向かうことにより、少子化・高齢化、人口減少に歯止めを掛け、圏域経済を活性化し、自律的な発展を
図る」としています。また、「世界に誇れる『まち』広島」人口ビジョン（令和2年改訂版）には人口の将来展望として目指すべき将来の方向として、「人口減少
という難局に対し、本市では、「200万人広島都市圏構想」を掲げ、都市間での競争を前提とする旧来のまちづくりの発想を転換して、広島広域都市圏を構成す
る23市町（現在28市町）と連携してそれぞれの強みを生かしながら、圏域経済の活性化と圏域人口200万人超の維持を目指し、圏域 全体が持続的な発展を
していくまちづくりを進めています。 この度、この「200万人広島都市圏構想」を踏まえて令和2年6月に策定した新しい広島市基本構想及び第6次広島市基本
計画に基づく施策を総合的かつ継続的に実施し、本市が、働きがいのある人間らしい仕事に就くことができ、多様な価値観を持ちながらそれぞれが生き生きと暮
らすことのできる、そして、結婚や出産等に希望を持つことができる魅力あるまちであることを若い世代に実感してもらうことにより、人口減少に歯止めを掛け、
将来にわたって活力ある地域 社会の維持を目指します」とあります。この事を踏まえて、個別の事業により対策が執られています。

　「社人研」の推計方法に準拠した人口推計（以下「社人研推計準拠」とい
う。）によると、本市の総人口は、2020年以降、減少に転じ、2040年に
115.1万人、2060年に102.1万人に減少すると推計されます。2010年
の人口を100％とした場合、2040年の人口は98％、2060年の人口は
87％となります。

※2010年及び2015年は国勢調査人口、2020年以降は2015年の国勢調査人口を基にした推計値です。 資料：「社人研推計準拠」、総務省「全国消費実態調査（2009年、2014年）

人口減少問題

 人口推計 

  

 「社人研」の推計方法に準拠した人口推計（以下「社人研推計準拠」という。）によると、

本市の総人口は、2020 年以降、減少に転じ、2040 年に 115.1 万人、2060 年に 102.1 万人

に減少すると推計されます。2010 年の人口を 100％とした場合、2040 年の人口は 98％、

2060 年の人口は 87％となります。 

〔「社人研推計準拠」の総人口〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

※ 2010 年及び 2015 年は国勢調査人口、2020 年以降は 2015 年の国勢調査人口を基にした推計値です。 

 

 

（87％） 

（100％） 

（98％） 

（年） 

2015年の国勢調査人口 
119.4万人と比較して、 
17.3万人減少 

2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年
社人研推計準拠（人） 1,173,843 1,194,034 1,207,517 1,205,175 1,193,985 1,175,450 1,150,616 1,122,112 1,092,224 1,058,707 1,020,694
指数（％） 100 102 103 103 102 100 98 96 93 90 87

広島市においても多様な分野において、少子化対策を行っています。一例をあげますと 
三世代同居・近居支援事業～子育て世帯の親世帯の近くへの住み替え（同居を含む）費用
を助成します～ 

 

 
 
この様な事業です。似たような事業は全国でもありますが、ここにどうして地域の活動に参
加する条件が必要なのでしょうか。何かあってもすぐに双方が様子を見ることが出来、介護
や介助、子育て支援が出来るというメッリトがある訳ですが、そこに付け加えて地域団体に
加入という条件は一石三鳥な事業のようで、何が目的なのかわからない事業になってはい
ないでしょうか。一石三鳥が一石一鳥事業にならなければ良いと感じます。引っ越し費用な
どを出して一時的なお金を出した後の効果等の検証が出来ていなければなりません。ニー
ズはあってもその効果が検証出来ていない様で、この事が問題です。議会としましても、流
山市や明石市のようなインパクトがあり即効性のある事業が打ち出していただけるような
提案を行っていきます。 

人口推計 消費への影響

2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年
社人研推計準拠（人） 1,173,843 1,194,034 1,207,517 1,205,175 1,193,985 1,175,450 1,150,616 1,122,112 1,092,224 1,058,707 1,020,694
指数（％） 100 102 103 103 102 100 98 96 93 90 87
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　「社人研推計準拠」を基に、年齢による支出構造や支出行動が変わらない
と仮定した場合の今後の消費支出額を推計すると、老年人口の増加に伴い、
2030年頃までは増加し、その後、減少傾向になると予測されます。
　さらに、本市においては、近隣市町の住民による消費の割合も多いと考え
られるため、近隣市町の人口が減少した場合には、消費の減少傾向は更に加
速するものと予測されます。
　こうした消費の減少は、市内総生産の減少につながり、地域経済の成長が
低下することが予測されます。

「社人研推計準拠」の総人口

本市の消費支出額の推計

流山市

明石市
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中国自動車道 

山陽自動車道 

広島北I.C. 

広島西風新都I.C. 

五日市I.C. 

地御前JCT(仮称) 

広島I.C. 

広島東I.C. 

志和I.C. 

 

     

 

  

  

 

可部バイパス 
２.０６億円 ＜R3当初 1.70億円＞ 
(０．６９億円 ＜R3当初0.57億円＞) 

西広島バイパス 
７.９０億円 ＜R3当初 7.90億円＞ 
(２．６３億円 ＜R3当初2.63億円＞) 

 

東広島バイパス（広島県域） 
２９．４０億円 ＜R3当初 31.20億円＞ 

海田西I.C 
海田東I.C 

中野I.C 

瀬野西I.C 

    

   

 

 
  

中野東I.C 

広島南道路（広島県域） 
 ７．４０億円 ＜R3当初 6.00億円＞ 

東広島バイパス 
１０.７０億円 ＜R3当初 5.10億円＞ 
 (３．５７億円 ＜R3当初 1.70億円＞) 

広島南道路 
０.００億円 ＜R3当初 0.00億円＞ 
(０.００億円 ＜R3当初 0.00億円＞) 

 

出汐電線共同溝 
０. ６０億円 ＜R3当初 0.40億円＞ 
(０．３０億円 ＜R3当初0.20億円＞) 

東雲本町交差点改良 
０.１０億円 ＜R3当初 0.00億円＞ 
(０．０３億円 ＜R3当初0.00億円＞) 

出汐（Ⅱ期）電線共同溝 
０.２０億円 ＜R3当初 0.16億円＞ 
(０．１０億円 ＜R3当初0.08億円＞) 

東雲電線共同溝 
０.５０億円 ＜R3当初 2.28億円＞ 
(０．２５億円 ＜R3当初1.14億円＞) 

瀬野駅前交差点改良 
０.５７億円 ＜R3当初 1.59億円＞ 
(０．１９億円 ＜R3当初0.53億円＞) 

県立総合体育館前交差点改良 
０.５７億円 ＜R3当初 0.15億円＞ 
(０．１９億円 ＜R3当初0.05億円＞) 

宇品地区自転車走行空間整備 
０.１０億円 ＜R3当初 0.00億円＞ 
(０．０３億円 ＜R3当初0.00億円＞) 

交通安全事業(Ⅱ種) 
０.２４億円 ＜R3当初 0.52億円＞ 
(０．１２億円 ＜R3当初0.26億円＞) 

 

広島ＪＣＴ 

五日市ＩＣ 

沼田料金所 

至 広島西風新都ＩＣ 

至 沼田ＰＡ・ＳＩＣ 

至 宮島ＳＡ・ＳＩＣ 

広島高速４号線  延伸ルート案 

ゆめタウン廿日市

JA広島総合病院

地御前JCT

廿日市IC

西広島バイパス

木材港西
出入路
（仮称）

地御前
出入路
（仮称）

令和４年度当初予算 事業計画通知（確定額） 事業箇所図 （令和４年４月２７日 中国地方整備局通知）

広島南道路（木材港西～廿日市）

凡　　　　　　　例

共用済区間（暫定供用を含む）

事　業　中　区　間

未　着　手　区　間

広島高速 4 号線延伸計画

広島南道路（廿日市部分）延伸計画

令和4年度  事業費合計

102.04億円

34.27億円（ ）
〈Ｒ3 当初79.52億円〉

〈Ｒ3 当初27.07億円〉
※カッコ外の金額：事業費
　カッコ内の金額：地方負担額

※�端数処理の都合上、合計金額
と上記金額は一致しない場合
がある。
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